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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　当連結会計年度におけるわが国経済は、消費税増税後の個人消費の回復に遅れが見られたものの、政府の経済対策や

日本銀行による金融緩和政策を背景に株価の回復や円安が進み、輸出関連企業の業績改善や設備投資の持ち直しが見ら

れ、緩やかな回復基調で推移いたしました。

　当社グループの既存事業領域である石油化学、鉄鋼、機械製造業界等においては、設備の統合や海外生産の増加によ

り国内での生産増強を目的とした新規設備投資には未だ慎重なものの、企業収益の改善により、安心・安全・品質の維

持・向上に繋がる老朽化設備の更新投資には回復の動きが見られております。

　このような状況下、当社グループにおきましては、経営基本方針として「経営資源の有効活用による新たな成長への

挑戦」を継続し、産業構造の変化に対応した強固な経営基盤作りを推し進めました。顧客密着営業の強化を引き続き重

点営業戦略とし、工場設備の自動化、ネットワーク化関連システムの販売強化、新エネルギー市場への深耕、オイル清

浄度管理他設備保全機器の拡販、災害対策・省エネ・環境に対応した新たな産業機械商材の発掘に注力いたしました。

　その結果、プラント・エンジニアリング、石油化学、機械製造業等での設備更新投資や舶用機器製造業が堅調で、当

社グループの主力商品である工業用計測制御機器の売上が増加いたしました。また、政府補正予算による官公庁向け災

害対策用特殊車両や一般産業車両、メガソーラー関連付帯機器の販売が好調に推移し、産業機械の売上が大きく伸長い

たしました。当連結会計年度の売上高は343億38百万円（前連結会計年度比12.8％増）となり、売上総利益52億２百万円

（前連結会計年度比14.0％増）、営業利益10億８百万円（前連結会計年度比49.0％増）、経常利益10億30百万円（前連結会

計年度比44.5％増）、当期純利益は５億84百万円（前連結会計年度比55.1％増）となり、前連結会計年度比大幅な増収増

益を達成いたしました。

　引き続き景気は緩やかに回復すると予想され、当社グループの事業領域におきましては、企業収益の改善に伴う設備

更新投資が継続されると見込んでおります。

　このような状況下、平成28年３月期の連結業績につきましては、当期とほぼ同じ、売上高350億円（前連結会計年度比

1.9％増）、経常利益10億30百万円（前連結会計年度比0.1％減）、当期純利益５億84百万円（前連結会計年度比0.1％減）

を予想しております。

（２）財政状態に関する分析

　 ①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ14億８百万円増加し217億58百万円となりました。

これは受取手形及び売掛金が前連結会計年度末に比べ６億17百万円増加したこと、売掛債権の回収が進んだこと等

から現金及び預金が前連結会計年度末に比べ４億89百万円増加したことが主な要因であります。

一方負債の部では、前連結会計年度末に比べ８億43百万円増加し140億３百万円となりました。これは支払手形及

び買掛金が６億61百万円増加したことが主な要因であります。

純資産は剰余金の配当による減少が94百万円、退職給付に係る調整累計額の増加が36百万円、当期純利益が５億

84百万円であること等により、前連結会計年度末に比べ５億64百万円増加し77億54百万円となりました。その結果、

自己資本比率は35.6%となりました。
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　 ②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は32億５百万円となり、前連結会計年度

末に比べ５億89百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は、７億54百万円となりました。（前連結会計年度末は10億４百万円の増加）これは、

税金等調整前当期純利益が10億30百万円であったこと、売上債権の増加６億８百万円、たな卸資産の増加２億８百

万円の一方で、仕入債務の増加６億49百万円を計上したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の増加は、６百万円となりました。（前連結会計年度末は１億80百万円の減少）これは、定期

預金の払出しによる収入１億円があった一方で、有価証券の取得50百万円、有形固定資産の取得による支出が28百

万円あったことが主な要因であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、１億86百万円となりました。（前連結会計年度末は３億32百万円の増加）これは、

長期借入による収入が１億円あった一方で、長期借入金の返済による支出が１億90百万円、配当金の支払いによる

支出が94百万円あったことが主な要因であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成23年３月期 平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期

自己資本比率 36.7% 35.6% 39.3% 35.3% 35.6%

時価ベースの自己資本比率 9.2% 12.2% 14.7% 12.9% 20.4%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― ― 1.2 1.5

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― ― 92.53 56.55

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、安定・維持の観点から、普通配当として 1株につき年10円を最低限維持するとともに、事業展開を総合的に

勘案したうえで、業績向上にともなう利益配当の増額や記念配当を実施し、株主の皆様への利益還元の向上に努めるこ

とを基本方針としています。これまで株式分割、記念配当、株主優待等を実施し、1株当たり利益の向上を意図した自己

株式の取得も積極的に実施してまいりました。なお、配当性向は、30％を目標としており、配当支払いに関しましては、

従来どおり中間・期末の年２回を予定しており特段の変更はございません。

　当期（平成27年３月期）におきましては、中間配当金として１株当たり５円の配当を実施し、期末配当金につきまし

ては、１株当たり17円の配当を予定しており、これによる年間配当金は22円となる予定です。次期（平成28年３月期）

につきましても、上記の基本方針に基づき、１株当たり年22円の配当を予定しております。

　また、内部留保資金につきましては、中長期的視野に立った更なる成長につながる戦略への投資資金として充当して

まいります。
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（４）事業等のリスク

①経済状況による影響

当社グループの売上高のうち約50％を占める工業用計測制御機器は、国内外の経済環境の悪化により設備投資の

動向に陰りが生じた場合、設備更新需要が停止したり、遅延することにより、当社グループの業績に多大な影響を

及ぼす可能性があります。

②債権管理に係る影響

上述のような変動によって、取引先企業が倒産する危険性があり、当社グループでは継続取引先については定期

的な信用調査分析を行い、また、新規、単発等の大口取引については可能な限りの債権保全策を採った上での取引

とする等、債権管理に最善の注意を払っておりますが、倒産の規模・件数によっては、当社グループの業績に多大

な影響を及ぼす可能性があります。

③アクシデント等による影響

当社グループは、生産設備に使用する機材及び装置の納入に携わっており、その設備等において納入時には予測

し得ない不適合が生じ、それを原因とした事件、事故が発生した場合にはその機材及び装置の製造者とともに営業

上の損失を被り、当社グループの業績に多大な影響を及ぼす可能性があります。

④業績の季節的変動に係る影響

官公庁関連や民間設備の予算執行時期が下期偏重傾向にあるため、当社グループの売上高も通常下期偏重となっ

ています。これに対して販売費及び一般管理費は、その大部分が固定費であることから、経常利益、当期純利益の

割合も下期に偏重し、投資家の判断に影響を及ぼす可能性があります。

⑤機密情報保護に係る影響

当社グループが納入する商品・システムは、顧客企業との秘密保持契約により製作・納入したものが含まれ、こ

れらの案件は、その顧客に納入した商品・システムの内容がその顧客の競合企業に知れると、その顧客の業績に多

大な影響を及ぼしかねず、当社グループにおいて予期せぬ何らかの要因でこれらが漏洩した場合、顧客からの訴訟

等を含め、当社グループの業績に多大な影響を及ぼす可能性があります。

⑥自然災害による影響について

地震、台風等の自然災害や火災等の事故災害が発生し、当社グループの拠点や仕入先の設備等に大きな被害が発

生した場合には、営業活動の一時停止や商品の納期遅延等により、当社グループの業績に多大な影響を及ぼす可能

性があります。

⑦環境に関するリスク

当社グループは、計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等の総合商社として、持続可

能な社会の実現に向けて環境と調和の取れた企業活動の推進に取り組んでおります。また、環境に関する外部認証

（ISO14001）を取得し、外部機関からの適正性の評価の取得に積極的に取り組むとともに、環境保全活動を継続的か

つ計画的に推進しております。しかしながら、当社グループの事業活動により環境汚染等が生じた場合には、汚染

除去費用や損害賠償責任の発生、社会的な信用の低下等に繋がる可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼ

す可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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２．企業集団の状況

　

当社の企業集団は当社、子会社３社で構成され、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、

産業機械等の製造販売並びにサービス等の事業を展開しております。

① 当社グループの事業にかかわる位置づけは次のとおりであります。

当社は主に国内市場において、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等の直接

需要家向け販売並びに卸販売を行っております。

双葉テック㈱（連結子会社）は工業用計測制御機器、産業機械等の製造を行っており、主として当社を通じて販

売しております。

英和双合儀器商貿(上海)有限公司（連結子会社）は中国市場において工業用計測制御機器、環境計測・分析機器

の販売を行っております。

東武機器㈱（連結子会社）は主に東北地区において、工業用計測制御機器を始めとする産業オートメーション機

器・システムの販売、エンジニアリングサービスの提供、電気・計装工事の設計並びに施工を行っております。

なお、当社グループは取扱商品の性質、販売市場の類似性から判断して単一セグメントであるため、事業種別セ

グメントは開示しておりません。

②事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは創設以来「和親協力」を社是に掲げ、「人の和」に重きをおいた経営を行ってまいりました。ま

た、「事業は人なり、人は和なりを原点として事業を通じ会社の繁栄、社員の福祉、株主の利益、取引先との共存共

栄の維持向上を図りつつ社会に奉仕貢献すること」という経営理念のもと、今後もこの基本方針に則り企業価値の

向上を図り、企業の社会的責任を果たしてまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループにおきましては、企業価値の向上が持続的成長の源泉であるとの考えから、高収益構造の確立を重

要な経営基本方針とし、付加価値営業の推進による売上総利益率の向上運動（M２運動）を実施しております。

また、株主資本に対していかに効率的に収益を獲得しているかを示す、ROE（株主資本利益率）を経営指標の一つ

とし、ROE目標８％の早期達成を目指しております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

中期３ヵ年経営計画（平成27年度～平成29年度）においては、経営基本方針「新たな成長への挑戦と強靭な収益

構造の確立」を新たに掲げ、産業構造の変化と顧客のニーズに適応した強固な経営基盤作りを推し進めます。

具体的には、既存事業領域における顧客密着営業の強化を引き続き重点営業戦略とし、ＦＡシステム及び情報通

信・ネットワーク機器の販売強化、オイル清浄度管理他品質管理分野の取組み、新エネルギー市場への深耕、電力、

公共環境分野等の社会インフラ投資の取り込み等の諸施策を実行する事で業容拡大を図ってまいります。

また、先端技術開発に携わる各企業の生産技術研究部門・品質保証部門への深耕や中国市場の拡大といった先行

投資分野での売上向上による収益改善を推進してまいります。

当社の経営基盤とは、優良な取引先、人材・組織、財務体質であり、これらの強化・安定成長が、企業価値の向

上、すなわち持続的な収益拡大につながります。厳しい企業間競争に打ち勝ち、市場の国際化に対応できる、販売

力、提案力、情報収集能力等十分な力量を持った人材を育成するとともに、社員一人一人が当事者意識を強く持っ

て行動する現場力の強化と、それを統合する社内総合力の強化を図ってまいります。

（４）会社の対処すべき課題

プラントや工場内で使用される工業用計測制御機器の国内市場は成熟化が進み、持続的な市場の成長はあまり期

待できず、価格競争も更に厳しくなるものと考えております。このため国内市場においては、エンジニアリング機

能強化による付加価値営業の推進、「環境・安心・安全・品質」をキーワードとした環境配慮型商品及び保安・メン

テナンス機器の拡販、顧客ニーズに対応する新商材の発掘、先端技術開発に携わる各企業の生産技術研究部門・品

質保証部門への深耕等を積極的に進めるとともに、扱い商材の拡充と国内販売体制強化を目的とした企業買収も視

野に入れ、業績の維持・向上と業容の拡大に努めてまいります。

また、経済のグローバル化により、当社グループの事業領域における各企業においては、今後も国内から海外へ

の工場移転が進むと考えており、工業用計測制御機器の販売を拡大していくためには海外展開も必要であります。

この一環として当社グループが平成18年に中国上海市に設立した100％子会社である英和双合儀器商貿（上海）有限

公司は、日本国内セールスネットワークからの情報を有効に活用し、工業用計測制御機器の日系企業向け販売事業

を展開しており、平成26年８月には新規販売拠点として広州分公司を開設いたしました。引き続き、更なる業容の

拡大を図ってまいります。

管理面におきましては、当社グループが継続的な成長を続けることができる企業体質の確立に向けて、コーポレ

ートガバナンスと内部管理体制を構築し、業容の拡大とともに更なる強化に取り組んでまいります。
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（５）その他、会社の経営上重要な事項

　該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,716,206 3,205,996

受取手形及び売掛金 ※1 13,802,026 ※1 14,419,580

リース投資資産 33,432 55,046

有価証券 - 50,035

商品及び製品 367,368 560,275

仕掛品 14,087 29,312

原材料 53,654 54,680

繰延税金資産 187,003 191,709

その他 80,498 91,437

貸倒引当金 △5,286 △1,468

流動資産合計 17,248,990 18,656,605

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,593,914 1,602,874

減価償却累計額及び減損損失累計
額

△1,093,095 △1,127,072

建物及び構築物（純額） 500,819 475,801

土地 967,349 967,349

その他 206,665 226,099

減価償却累計額及び減損損失累計
額

△171,332 △181,017

その他（純額） 35,332 45,082

有形固定資産合計 1,503,501 1,488,233

無形固定資産 216,317 166,237

投資その他の資産

投資有価証券 ※2 379,753 ※2 413,079

繰延税金資産 122,873 123,416

保険積立金 603,271 643,952

その他 322,434 316,781

貸倒引当金 △46,997 △50,155

投資その他の資産合計 1,381,336 1,447,074

固定資産合計 3,101,156 3,101,544

資産合計 20,350,146 21,758,150
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,426,498 11,087,810

1年内返済予定の長期借入金 190,000 583,261

未払法人税等 291,572 291,581

未払消費税等 41,180 162,230

賞与引当金 381,332 426,840

役員賞与引当金 16,300 24,000

その他 237,788 321,480

流動負債合計 11,584,672 12,897,205

固定負債

長期借入金 1,027,051 550,000

役員退職慰労引当金 161,288 173,965

退職給付に係る負債 299,507 304,499

繰延税金負債 2,724 4,263

その他 84,680 73,680

固定負債合計 1,575,250 1,106,407

負債合計 13,159,923 14,003,613

純資産の部

株主資本

資本金 1,533,400 1,533,400

資本剰余金 1,567,550 1,567,550

利益剰余金 4,035,941 4,525,461

自己株式 △48,626 △50,737

株主資本合計 7,088,265 7,575,673

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 81,996 112,133

為替換算調整勘定 6,512 17,040

退職給付に係る調整累計額 13,448 49,688

その他の包括利益累計額合計 101,958 178,862

純資産合計 7,190,223 7,754,536

負債純資産合計 20,350,146 21,758,150
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 30,446,014 34,338,184

売上原価 25,881,257 29,135,837

売上総利益 4,564,756 5,202,347

販売費及び一般管理費

通信費 66,839 58,635

運賃及び荷造費 42,095 44,786

旅費及び交通費 170,010 181,912

貸倒引当金繰入額 584 △1,666

給料手当及び賞与 1,761,364 1,912,603

賞与引当金繰入額 375,412 421,240

役員賞与引当金繰入額 18,300 24,000

退職給付費用 144,263 122,926

役員退職慰労引当金繰入額 13,404 12,677

福利厚生費 448,939 479,533

賃借料 348,648 360,505

減価償却費 79,025 80,401

のれん償却額 17,213 34,427

その他 401,503 461,564

販売費及び一般管理費合計 3,887,605 4,193,548

営業利益 677,150 1,008,798

営業外収益

受取利息 2,927 3,397

受取配当金 6,005 7,182

仕入割引 17,524 20,484

受取家賃 3,830 4,016

その他 37,517 19,870

営業外収益合計 67,806 54,951

営業外費用

支払利息 10,858 13,344

売上割引 3,723 3,468

支払保証料 15,568 12,209

その他 1,575 4,178

営業外費用合計 31,726 33,200

経常利益 713,230 1,030,549
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

特別利益

有形固定資産売却益 575 -

特別利益合計 575 -

特別損失

有形固定資産除却損 1,699 -

減損損失 753 -

投資有価証券評価損 1,400 -

特別損失合計 3,852 -

税金等調整前当期純利益 709,953 1,030,549

法人税、住民税及び事業税 395,707 466,017

法人税等調整額 △62,592 △19,977

法人税等合計 333,115 446,040

少数株主損益調整前当期純利益 376,837 584,508

当期純利益 376,837 584,508

決算短信 （宝印刷）  2015年05月11日 14時21分 13ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



英和株式会社(9857) 平成27年３月期 決算短信

－ 12 －

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 376,837 584,508

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,225 30,137

為替換算調整勘定 15,460 10,527

退職給付に係る調整額 - 36,239

その他の包括利益合計 ※1 22,686 ※1 76,904

包括利益 399,523 661,413

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 399,523 661,413

少数株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

　 前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,533,400 1,567,550 3,741,449 △48,602 6,793,797

当期変動額

剰余金の配当 △82,345 △82,345

当期純利益 376,837 376,837

自己株式の取得 △24 △24

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 294,491 △24 294,467

当期末残高 1,533,400 1,567,550 4,035,941 △48,626 7,088,265

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 74,770 △8,947 ― 65,822 6,859,620

当期変動額

剰余金の配当 △82,345

当期純利益 376,837

自己株式の取得 △24

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
7,225 15,460 13,448 36,135 36,135

当期変動額合計 7,225 15,460 13,448 36,135 330,603

当期末残高 81,996 6,512 13,448 101,958 7,190,223
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当連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,533,400 1,567,550 4,035,941 △48,626 7,088,265

当期変動額

剰余金の配当 △94,989 △94,989

当期純利益 584,508 584,508

自己株式の取得 △2,110 △2,110

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 489,519 △2,110 487,408

当期末残高 1,533,400 1,567,550 4,525,461 △50,737 7,575,673

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 81,996 6,512 13,448 101,958 7,190,223

当期変動額

剰余金の配当 △94,989

当期純利益 584,508

自己株式の取得 △2,110

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
30,137 10,527 36,239 76,904 76,904

当期変動額合計 30,137 10,527 36,239 76,904 564,313

当期末残高 112,133 17,040 49,688 178,862 7,754,536
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 709,953 1,030,549

減価償却費 81,784 82,187

のれん償却額 17,213 34,427

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,163 △660

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 55,634 57,395

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,684 12,677

受取利息及び受取配当金 △8,933 △10,580

支払利息 10,858 13,344

有形固定資産売却損益（△は益） △575 -

有形固定資産除却損 1,699 -

投資有価証券評価損益（△は益） 1,400 -

保険積立金の増減額（△は増加） △28,140 △40,681

売上債権の増減額（△は増加） △1,067,834 △608,098

たな卸資産の増減額（△は増加） 19,047 △208,492

その他の流動資産の増減額（△は増加） 19,854 △25,619

仕入債務の増減額（△は減少） 1,243,569 649,676

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,538 121,050

その他の流動負債の増減額（△は減少） 110,903 129,582

その他 △6,773 △12,690

小計 1,168,719 1,224,066

利息及び配当金の受取額 8,921 10,689

利息の支払額 △12,019 △13,189

法人税等の支払額 △160,892 △467,003

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,004,729 754,562

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 -

定期預金の払戻による収入 130,000 100,000

有価証券の取得による支出 - △50,040

有形固定資産の取得による支出 △22,659 △28,122

有形固定資産の売却による収入 2,000 -

無形固定資産の取得による支出 △9,614 △12,108

投資有価証券の取得による支出 △2,215 △3,108

有価証券の償還による収入 50,000 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△226,054 -

その他 △1,938 △212

投資活動によるキャッシュ・フロー △180,482 6,409
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 -

長期借入れによる収入 650,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △184,961 △190,000

自己株式の取得による支出 △24 △2,110

配当金の支払額 △82,650 △94,886

財務活動によるキャッシュ・フロー 332,364 △186,997

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,512 15,815

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,170,123 589,790

現金及び現金同等物の期首残高 1,446,082 2,616,206

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 2,616,206 ※1 3,205,996
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

　連結子会社の数 ３社

　双葉テック株式会社

　英和双合儀器商貿(上海)有限公司

　東武機器株式会社

　当社の連結子会社であったエラン株式会社は、平成26年４月１日付で、当社を存続会社とする吸収合併により消滅

したため、当連結会計年度より、連結の範囲から除外しております。

　なお、非連結子会社はありません。

２ 持分法の適用に関する事項

　該当事項はありません。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

　英和双合儀器商貿(上海)有限公司の決算日は12月31日であります。連結財務諸表を作成するに当たっては同日現在

の財務諸表を使用し決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っております。

４ 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

　その他有価証券

　時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定)

　時価のないもの

移動平均法による原価法

② たな卸資産

先入先出法による原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却方法

① 有形固定資産

　定率法を採用しております。ただし、平成10年４月以降に取得した建物（建物附属設備は除く）については、

定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ８～50年

② 無形固定資産

　自社利用のソフトウエア

　社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個々の債権の回収可能性を勘案して回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、実際支給見込額の当連結会計期間負担額を計上しております。

③ 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与に充てるため、当連結会計年度における支給見込額の当連結会計期間負担額を計上

しております。

④ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額の100％を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（８年）

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする簡便法を適用しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

　ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益として処理しております。

なお、在外子会社等の資産、負債、収益及び費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は純資

産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

(7) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

　為替予約が付されている外貨建金銭債権債務等については振当処理を適用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段 為替予約

　ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務等

③ ヘッジ方針

　リスク管理方針に基づき、ヘッジ対象に係る為替相場の変動リスクを回避する目的で一定の範囲内で為替予

約を行っています。

④ ヘッジの有効性評価の方法

　為替予約の締結時にリスク管理方針に従い、為替予約を外貨建金銭債権債務等に振当てることで、キャッシ

ュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定されることから有効性の判定を省略しております。

(8) のれん償却方法及び償却期間

　５年間の定額法により償却しております。

(9) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、要求払預金及び取得日から

３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない短期的な投資であります。

(10) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。
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(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法をポ

イント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につ

いて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っております。

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金、並びに、当連結会計年度の営業利益、

経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

(表示方法の変更)

　（連結損益計算書関係）

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「保険返戻金」は、営業外収益の総額の100

分の10以下となったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映

させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」に表示していた「保険返戻金」23,288千

円、「その他」14,229千円は、「その他」37,517千円と組替えております。

(連結貸借対照表関係)

※１ 受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当連結会計年度
（平成27年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 64,508千円 ―千円

　

※２ このうち担保に供している資産は次のとおりであります。

(1) 担保提供資産

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

投資有価証券 90,502千円 ―千円

(2) 上記に対応する債務

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

１年内返済予定の長期借入金 100,000千円 ―千円

(3) その他

前連結会計年度（平成26年３月31日）

上記の他投資有価証券20,846千円を商取引の担保に供しております。

当連結会計年度（平成27年３月31日）

上記の他投資有価証券21,180千円を商取引の担保に供しております。
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(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

前連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

その他有価証券評価差額金

　当期発生額 17,199 千円 30,241 千円

　組替調整額 △111 千円 ― 千円

　 税効果調整前 17,088 千円 30,241 千円

　 税効果額 △9,862 千円 △104 千円

　その他有価証券評価差額金 7,225 千円 30,137 千円

為替換算調整勘定

　当期発生額 15,460 千円 10,527 千円

退職給付に係る調整額

　当期発生額 ― 千円 49,275 千円

　組替調整額 ― 千円 3,127 千円

　 税効果調整前 ― 千円 52,403 千円

　 税効果額 ― 千円 △16,163 千円

　 退職給付に係る調整額 ― 千円 36,239 千円

その他の包括利益合計 22,686 千円 76,904 千円

　

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 6,470 ― ― 6,470

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 135,680 60 ― 135,740
　

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　単元未満株式の買取りによる増加 60株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 50,674 8.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 31,671 5.00 平成25年９月30日 平成25年12月４日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 63,342 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(千株) 6,470 ― ― 6,470

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 135,740 5,024 ― 140,764
　

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　吸収合併による会社法第797条第１項に基づく反対株主からの買取による増加 4,900株

　単元未満株式の買取りによる増加 124株

３ 新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 63,342 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 31,646 5.00 平成26年９月30日 平成26年12月３日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 107,597 17.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日

　

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

現金及び預金 2,716,206千円 3,205,996千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100,000千円 ― 千円

現金及び現金同等物 2,616,206千円 3,205,996千円

　

決算短信 （宝印刷）  2015年05月11日 14時21分 23ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



英和株式会社(9857) 平成27年３月期 決算短信

－ 22 －

(企業結合等関係)

　 共通支配下の取引等

１．取引の概要

　（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

　 被取得企業の名称：エラン株式会社

　 事業の内容：工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等の販売業務受託

　（2）企業結合日

　 平成26年４月１日

　（3）企業結合の法的形式

　 当社を存続会社とする吸収合併

　（4）結合後企業の名称

　 英和株式会社

　（5）取引の目的を含む取引の概要

エラン株式会社は、主に卸売業界向けに、汎用商品の販売業務の合理化と効率化を目的とした業務受託会

社として、平成15年に当社の100％子会社として設立され、当社グループの連結業績に貢献してまいりまし

た。その後、汎用商品の市場規模の縮小もあり、当社が行っております需要家への直接販売との一体化を図

り、顧客サービスの向上を実現すること、また、当社グループ内経営資源の集中と効率化を目的として、当

社に吸収合併することとしました。

２．実施した会計処理の概要

本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日

公表分）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。

　

(資産除去債務関係)

当社グループは、営業拠点の不動産賃借契約に基づき、退去時における原状回復に係る債務を資産除去債務とし

て認識しております。

なお、資産除去債務の負債計上に代えて、不動産賃借契約に関連する敷金の回収が最終的に見込めないと認めら

れる金額を合理的に見積り、そのうち当期の負担に属する金額を費用に計上する方法によっております。

　

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループは、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等をユーザーへ販売

（一部製造販売）することを事業としております。取扱商品の内容、販売市場、販売方法、サービスの提供方法が類

似している事等から判断して、当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

　（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

　当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（報告セグメントごとののれんの償却及び未償却残高に関する情報）

　当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報）

　該当事項はありません。

(関連当事者情報)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり純資産額 1,135円13銭 1,225円19銭

１株当たり当期純利益金額 59円49銭 92円35銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 ２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当期純利益(千円) 376,837 584,508

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 376,837 584,508

普通株式の期中平均株式数(株) 6,334,263 6,329,491

　 ３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末
(平成26年３月31日)

当連結会計年度末
(平成27年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,190,223 7,754,536

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,190,223 7,754,536

１株当たり純資産の算定に用いられた期
末の普通株式の数(株)

6,334,260 6,329,236

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当事業年度
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,921,609 2,608,983

受取手形 2,492,590 2,796,340

売掛金 10,918,701 11,066,912

リース投資資産 33,432 55,046

関係会社短期貸付金 - 43,261

商品 330,302 522,523

前渡金 4,947 18,558

前払費用 47,280 42,405

繰延税金資産 164,207 179,903

その他 12,883 11,990

貸倒引当金 △1,342 △1,391

流動資産合計 15,924,613 17,344,535

固定資産

有形固定資産

建物 469,357 444,259

構築物 6,741 6,289

機械及び装置 479 399

工具、器具及び備品 28,139 34,922

土地 790,020 790,020

有形固定資産合計 1,294,738 1,275,890

無形固定資産

ソフトウエア 40,088 26,668

その他 13,326 13,326

無形固定資産合計 53,414 39,995

投資その他の資産

投資有価証券 354,454 380,758

関係会社株式 906,448 906,448

関係会社出資金 44,700 44,700

関係会社長期貸付金 37,051 -

破産更生債権等 900 3,055

繰延税金資産 130,308 139,236

差入保証金 280,208 276,911

保険積立金 569,145 608,369

その他 4,252 3,012

貸倒引当金 △46,863 △50,155

投資その他の資産合計 2,280,606 2,312,337

固定資産合計 3,628,759 3,628,223

資産合計 19,553,373 20,972,759

決算短信 （宝印刷）  2015年05月11日 14時21分 26ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



英和株式会社(9857) 平成27年３月期 決算短信

－ 25 －

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当事業年度
(平成27年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 5,965,051 6,810,302

買掛金 4,093,578 3,854,098

1年内返済予定の長期借入金 140,000 583,261

未払金 66,621 105,568

未払費用 52,029 67,869

未払法人税等 265,747 277,713

未払消費税等 36,376 142,328

前受金 49,840 87,756

預り金 26,747 28,445

賞与引当金 334,000 402,000

役員賞与引当金 15,000 20,000

その他 46 110

流動負債合計 11,045,039 12,379,454

固定負債

長期借入金 1,027,051 550,000

退職給付引当金 300,725 356,198

役員退職慰労引当金 140,424 152,401

その他 680 680

固定負債合計 1,468,880 1,059,279

負債合計 12,513,919 13,438,733

純資産の部

株主資本

資本金 1,533,400 1,533,400

資本剰余金

資本準備金 1,565,390 1,565,390

その他資本剰余金 2,160 2,160

資本剰余金合計 1,567,550 1,567,550

利益剰余金

利益準備金 114,525 114,525

その他利益剰余金

買換資産圧縮積立金 37,646 37,914

配当平均積立金 155,000 170,000

別途積立金 3,220,000 3,430,000

繰越利益剰余金 379,445 624,479

利益剰余金合計 3,906,616 4,376,918

自己株式 △48,626 △50,737

株主資本合計 6,958,940 7,427,131

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 80,513 106,894

評価・換算差額等合計 80,513 106,894

純資産合計 7,039,453 7,534,025

負債純資産合計 19,553,373 20,972,759
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 28,809,961 32,271,557

売上原価 24,602,964 27,540,357

売上総利益 4,206,996 4,731,199

販売費及び一般管理費 3,604,583 3,765,620

営業利益 602,412 965,578

営業外収益

受取利息及び配当金 8,710 9,483

仕入割引 14,333 15,595

その他 33,553 15,349

営業外収益合計 56,597 40,428

営業外費用

支払利息 11,606 14,251

売上割引 2,840 2,710

その他 17,119 14,455

営業外費用合計 31,566 31,417

経常利益 627,443 974,589

特別利益

有形固定資産売却益 575 -

抱合せ株式消滅差益 - 7,437

特別利益合計 575 7,437

特別損失

有形固定資産除却損 1,699 -

減損損失 753 -

投資有価証券評価損 1,400 -

特別損失合計 3,852 -

税引前当期純利益 624,166 982,026

法人税、住民税及び事業税 362,394 431,439

法人税等調整額 △57,822 △14,703

法人税等合計 304,572 416,735

当期純利益 319,594 565,291
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（３）株主資本等変動計算書

　 前事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 1,533,400 1,565,390 2,160 1,567,550

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

買換資産圧縮積立金

の取崩
実効税率変更に伴う

積立金の増加
配当平均積立金の積

立

別途積立金の積立

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ―

当期末残高 1,533,400 1,565,390 2,160 1,567,550

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
配当平均積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 114,525 39,427 140,000 3,035,000 340,415 3,669,368

当期変動額

剰余金の配当 △82,345 △82,345

当期純利益 319,594 319,594

買換資産圧縮積立金

の取崩
△1,847 1,847 ―

実効税率変更に伴う

積立金の増加
66 △66 ―

配当平均積立金の積

立
15,000 △15,000 ―

別途積立金の積立 185,000 △185,000 ―

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― △1,780 15,000 185,000 39,029 237,248

当期末残高 114,525 37,646 155,000 3,220,000 379,445 3,906,616
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △48,602 6,721,716 74,770 74,770 6,796,486

当期変動額

剰余金の配当 △82,345 △82,345

当期純利益 319,594 319,594

買換資産圧縮積立金

の取崩
実効税率変更に伴う

積立金の増加
配当平均積立金の積

立

別途積立金の積立

自己株式の取得 △24 △24 △24

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
5,742 5,742 5,742

当期変動額合計 △24 237,224 5,742 5,742 242,967

当期末残高 △48,626 6,958,940 80,513 80,513 7,039,453

決算短信 （宝印刷）  2015年05月11日 14時21分 30ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



英和株式会社(9857) 平成27年３月期 決算短信

－ 29 －

　 当事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 1,533,400 1,565,390 2,160 1,567,550

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

買換資産圧縮積立金

の取崩
実効税率変更に伴う

積立金の増加
配当平均積立金の積

立

別途積立金の積立

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ―

当期末残高 1,533,400 1,565,390 2,160 1,567,550

株主資本

利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計買換資産圧縮積立

金
配当平均積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 114,525 37,646 155,000 3,220,000 379,445 3,906,616

当期変動額

剰余金の配当 △94,989 △94,989

当期純利益 565,291 565,291

買換資産圧縮積立金

の取崩
△1,700 1,700 ―

実効税率変更に伴う

積立金の増加
1,968 △1,968 ―

配当平均積立金の積

立
15,000 △15,000 ―

別途積立金の積立 210,000 △210,000 ―

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 267 15,000 210,000 245,034 470,301

当期末残高 114,525 37,914 170,000 3,430,000 624,479 4,376,918
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評

価差額金

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △48,626 6,958,940 80,513 80,513 7,039,453

当期変動額

剰余金の配当 △94,989 △94,989

当期純利益 565,291 565,291

買換資産圧縮積立金

の取崩
実効税率変更に伴う

積立金の増加
配当平均積立金の積

立

別途積立金の積立

自己株式の取得 △2,110 △2,110 △2,110

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
26,380 26,380 26,380

当期変動額合計 △2,110 468,190 26,380 26,380 494,571

当期末残高 △50,737 7,427,131 106,894 106,894 7,534,025

決算短信 （宝印刷）  2015年05月11日 14時21分 32ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



英和株式会社(9857) 平成27年３月期 決算短信

－ 31 －

７．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

１．生産実績

品目別 生産高（千円）

工業用計測制御機器 220,109

産業機械 239,477

合計 459,586

(注) １ 上記は製造を行っております連結子会社(双葉テック㈱)の合計金額であります。

　 ２ 上記金額は製造原価によっております。

２．受注状況

品目別 受注高（千円） 受注残高（千円）

工業用計測制御機器 268,517 53,366

産業機械 292,240 116,925

合計 560,758 170,291

(注) １ 連結子会社(双葉テック㈱)において受注生産を行っております。

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３． 販売実績

品目別 販売高（千円）

工業用計測制御機器 16,312,194

環境計測・分析機器 2,517,431

測定・検査機器 1,762,370

産業機械 13,746,189

合計 34,338,184

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（２）役員の異動

　該当事項はありません。
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